

























































るが、1928 年から 1935 年まで師範学校の生徒数が減少し、中学校は 1930 年から






















































































卒業年 卒業者数 初職で師範学校 外地への移動者 初職で外地
1908 100 32 2 0
1909 96 23 5 2
1910 87 30 5 2
1911 93 26 2 1
1912 98 27 9 2
1913 95 18 11 3
1914 88 18 9 2
1915 83 9 4 0
1916 85 15 18 6
1917 127 20 19 7
1918 103 28 25 5
1919 107 29 18 3
1920 127 37 18 6
1921 118 41 20 4
1922 110 32 18 4




















































































卒業年 卒業者数 初職で師範学校 外地への移動者 初職で外地
1924 222 46 28 9
1925 289 63 37 10
1926 253 75 43 8
1927 328 69 38 10
1928 191 44 36 15
1929 297 45 23 10
1930 297 25 37 20
1931 286 13 32 20
1932 330 18 49 22
1933 284 28 32 15











島高等師範学校卒業者数が前年の 100 名から 221 名と倍以上に増えた年が、師範学
校に初職で就職する卒業者も倍増している。同年に初職で師範学校に就職する卒業者
数が前年の 23 名から 46 名と倍増しているのである。 
一方、1920 年代半ばの広島高等師範学校卒業者数増加は、初職で外地の学校に就
職する者の数も増やしている。卒業と同時に初職で外地の学校に就職する者も 5 名か
ら 9 名と倍近くに増えている。 





る者が 10 名に達している。 
また既に広島高等師範学校を卒業し就職した教員の中で内地の学校から外地の学
校へ移動した者も含めた、外地への移動者の数で見ても、卒業生が大幅に増加した
1924 年以降は最高記録を更新し続けている。1924 年は外地に移動する者が 28 名と





















































































値の変化を見ると、まず 1927 年には卒業者数が 328 名と大きく増加し始めて 300 人
以上になったにも関わらず、75 名から 69 名と微減している。さらに内地での師範学
校生徒数全体の減少が始まる 1928 年 6 になると、初職で師範学校に就職する者の数
は 44 名に減少する。もっとも 1928 年は卒業者数も 328 名から 191 名に減少してい
るので卒業者に占める師範学校就職者の割合はそれほど下落していないが、師範学校
就職者の絶対数の減少は師範学校の教員に占める広島高等師範卒業者の下落にはつ
ながっていると言える。そして不況が本格化する 1929 年には卒業生数が 297 名と元
の水準に回復したにも関わらず、内地の師範学校への就職者は 45 名と前年と変わら
ず、卒業者に占める割合で見ると、大きく下落する。内地の師範学校の生徒数に加え
教員数も減少する翌 1930 年には内地の師範学校への就職者は 25 名とさらに大幅に
低下し、広島高等師範学校の生徒定員増加前の水準にまで下落する。1930 年の卒業
者数は 297 名と定員増加前の卒業者数の 3 倍近くに増えているにも関わらず、定員
増加前の最後の卒業者が出た 1923 年の師範学校就職者数と変わらないのである。
1931 年、1932 年と内地の師範学校の生徒数、教員数がさらに減少したため、初職で
師範学校に赴任した卒業者の数は 13 名、18 名とピーク時の 1926 年の 5 分の 1 近く
に低迷する。翌 1933 年は 28 名が初職で師範学校に就職し回復するが、1920 年代前
半の水準には遠く及んでいない。また 1923 年の広島高等師範学校生徒定員増加前の
水準さえ大きく下回っている。1934 年は卒業者数が 138 名と大きく減少したことも
あって、師範学校への就職者はわずか 4 名となっている。 
一方で、初職で外地の学校に就職する者の数は、1927 年以降もしばらく増加し続
けている。初職で内地の師範学校に就職する者が微減した 1927 年も初職で外地に就




赴任する者は 10 名となるが、1930 年や 1931 年には初職で外地に赴任する者が 20
名に達しており、1932 年には 22 名にまで増加している。1933 年、34 年は卒業者数
が減少したこともあって、初職で外地に就職する卒業者の数は、それぞれ 15 名・8 名
と減少しているが、定員増加前の水準は上回っている。内地の師範学校の教員数が減





















内地師範学校への就職者が減少した翌 1928 年や不況が本格化した 1929 年は、外地
に移動する卒業生全体は減少している。1930 年は 37 名と外地に赴任する教員数は
1925 年の水準に戻るが、1931 年は減少しており、1932 年は 49 名と外地に移動する




















就職先の外地の学校を見ると、釜山中学校は 1932 年 1 名、京城師範学校は 1928 年
1 名、1931 年 2 名、1932 年 1 名、1933 年 1 名と名門とされる学校への赴任は、卒
業生の校長がいないこともあって少ない。特に植民地朝鮮で最大の名門とされた京城
中学にこの時期に初職で赴任した者はいない。初職以外の外地への赴任でも、この時
期に赴任した卒業生は京城中学が 1928 年の 1 名のみ、京城師範学校も 1928 年 1 名、
1932 年 1 名、1933 年 1 名と少数にとどまっている。京城師範学校は 1921 年と朝鮮



























































して-」『中等教育史研究』17  p.19-35. 
5 杉森知也,2014,「植民地朝鮮・台湾および満州における中等教員養成拡充の基礎的要件に関する
考察」『教育学雑誌』50  p.17-32. 
6 山崎博敏,1990,「新卒者の就職」,片岡徳雄・山崎博敏編『広島高師文理大の軌跡』広島地域社会
研究センター  p.143-155. 
